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ラマン分光法は物質の振動スペクトルを測定する非破壊・非侵襲な分析手法であり、幅広い分

野で利用されている。その中でも、コヒーレント反ストークスラマン分光法はパルスレーザーに

より引き起こされる非線形効果により強い信号を得ることができるため高速測定が可能であり、

バイオイメージングなどに応用されている[1]。しかしながら、一般的に高速測定はスペクトル分

解能やスペクトル帯域とトレードオフの関係にあり、それを打破することは難しい。 

本稿では、単一光検出器で同時にすべてのスペクトルを測定できるフーリエ分光法によって、

従来の広帯域コヒーレントラマン分光の最高速度[2]の 50倍にあたる 50 kHzの速さで広帯域のラ

マンスペクトルを測定する手法を開発した。この超高速測定を可能にしたのは高速回転のポリゴ

ンスキャナを用いた位相操作型マイケルソン干渉計である（Fig.1）。4f光学系のフーリエ面におい

てミラーの回転角度に比例した群速度遅延が生み出され[3]、それをスキャンすることによりラマ

ン信号の時間波形が 20 µsで周期的に測定される。時間波形のフーリエ変換により 1000 cm-1以上

の広帯域で分解能 12 cm-1のラマンスペクトルが得られた（Fig.2）。サンプルとして用いたトルエ

ンに特徴的なピークが 787 cm-1, 1005 cm-1, 1031 cm-1に観測された。現状、時間波形のゆがみによ

る分解能の低減がみられるが、干渉計の最適化によりスペクトル分解能は 4.2 cm-1まで下げるこ

とができる。この超高速非線形ラマン分光法は細胞評価のためのフローサイトメトリーと組みわ

せるほか、医療や物質科学における広視野高速ラマンイメージングに応用が可能である。 
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Fig.1 Experimental setup  Fig.2 Raman spectrum of toluene  
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